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経済産業省は、2025年までにキャッシュレス決済比率を 4 割程度にする目標を掲げて

おり、現在国内の事業者は大企業から中小企業まで、消費者は子供からスマート技術の扱
いが難しいとされている高齢者までの多くが、キャッシュレス決済を使用するまでに至
った。しかしながら、手数料がかかることや、電子機器の扱いへの懸念から、キャッシュ
レス決済導入に消極的な事業者も多く、規模の大きな商店ではキャッシュレス決済の導
入が進んでいるものの、商店街に多い小売店では十分な普及に至っていないため、キャッ
シュレス推進における事業者の障壁をより詳細に把握し検討する必要がある。 
そこで本研究は、埼玉県鴻巣市の鴻巣商店街を事例として、事業者におけるキャッシュ

レス決済導入への抵抗や、周辺住民がどのような決済の活用を行っているのかを把握す
ることによって、キャッシュレスを活用したより良い商店街の運営について基礎的検討
を行った。 
 


